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１．研究計画の概要 
近代哲学と現代哲学における知識概念の変
遷及びその原因を研究する。 
２．研究の進捗状況 
近代の哲学者デカルトは方法的懐疑を経て、
新しい基礎付けのもとに知識体系を打ち立
てようとしながらも、その知識概念は、伝統
的な「知識」（エピステーメー）概念であっ
た。しかし、デカルトの認識論の影響を大き
く受けた近代の経験論者たちは、近代以降急
速に発展した自然科学の影響を受け、ロック、
バークリ、ヒュームにいたる間に、より柔軟
な知識概念を発展させていった。それは、現
代の認識論で言うところの、認識論の自然化
であり、言わば、われわれが可謬的な存在で
あることをその認識論の体系に組み込むこ
とと言い換えることもできる。本研究では、
そのように実際に、知識概念が軟化していく
過程をまず再確認した。そしてひとつの典型
として、ジョージ・バークリの知覚理論を取
り上げ、どのようにして知識が生成されるの
かという心理学的考察が、認識論に取り入れ
られた結果、その知識概念が変化していくこ
とを明らかにした。 
ついで、本研究では、現代の認識論に目を向
け、そこにおいても、やはり近代と同じよう
に、知識概念が変化していることをまず確認
した。２０世紀初頭に大きな影響をもった感
覚与件論は、経験論の影響を受けつつも、わ
れわれの「観察」ということはそもそもどの
ようにして基礎付けられるのかという基礎
付け主義の立場を採用し、そこに見出される
感覚与件という絶対確実なるものをその基
礎としようとすることで、デカルトがかつて
抱いていたような、強い知識概念を所有して
いた。しかし、ゲティア問題を経て、知識の

因果説や、自然主義が大きな影響を持つよう
になって、再び、知識概念は柔軟なものへと
変化していった。そして、その過程には、知
識生成のメカニズムをもつものとしての心
の分析、いわゆる心の哲学が、脳科学に代表
される自然科学の発展にともない盛んにな
り、認識論に大きな影響を与えたことが論じ
られた。 
３．現在までの達成度 
② 
特に支障なく研究を進めることができたか
ら。 
４．今後の研究の推進方策 
現代の認識論を研究するに当たって、プラグ
マティズムの影響をより詳細に検討する必
要を感じているので、プラグマティズムの系
譜の研究に力を入れる。 
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